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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を照明する光を発する発光部を有する発光ユニットと、前記発光ユニットを撮像
装置本体に対して収納される収納位置と前記撮像装置本体に対して突出するポップアップ
位置との間で移動させるポップアップ機構とを有する撮像装置であって、
　前記ポップアップ機構は、前記発光ユニットを前記収納位置から前記ポップアップ位置
に回動させるとともに、前記発光ユニットの回動中心を前記撮像装置本体に対して被写体
側に移動させるように構成されており、
　前記撮像装置は、
　前記撮像装置本体に取り付けられ、前記発光ユニットが前記収納位置と前記ポップアッ
プ位置との間で移動する際に第１の位置と第２の位置との間を移動するカバー部材と、
　前記カバー部材を前記第１の位置に向けて付勢するカバー付勢部材と、を有し、
　前記発光ユニットが前記収納位置および前記ポップアップ位置にあるとき、前記カバー
部材は前記第１の位置に位置して、前記カバー部材が前記発光ユニットと前記撮像装置本
体との間に形成される開口を塞ぎ、
　前記発光ユニットが前記収納位置と前記ポップアップ位置との中間位置にあるとき、前
記カバー部材は前記第２の位置に位置して、前記発光ユニットを前記ポップアップ位置に
移動させるための空間を形成し、
　前記発光ユニットが前記収納位置と前記ポップアップ位置との中間位置にあるとき、前
記カバー部材は前記第２の位置に位置し、
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　前記発光ユニットが前記収納位置にあるとき、前記カバー部材は前記カバー付勢部材の
付勢力によって前記発光ユニットを前記収納位置に押圧し、
　前記発光ユニットが前記収納位置から前記中間位置に移動する際に、前記カバー部材は
前記カバー付勢部材の付勢力に抗して前記第１の位置から前記第２の位置に移動し、
　前記発光ユニットが前記中間位置から前記ポップアップ位置に移動する際に、前記カバ
ー部材は前記カバー付勢部材の付勢力によって前記発光ユニットを前記ポップアップ位置
に押圧することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記発光ユニットには、スライド面が形成され、
　前記カバー部材には、前記スライド面に当接するスライド部が形成され、
　前記発光ユニットが前記収納位置にあるとき、前記カバー部材の前記スライド部が前記
発光ユニットの前記スライド面に当接し、
　前記発光ユニットが前記収納位置から前記中間位置に移動する際に、前記発光ユニット
の前記スライド面が前記カバー部材の前記スライド部を押し上げ、
　前記発光ユニットが前記中間位置から前記ポップアップ位置に移動する際に、前記カバ
ー部材が前記発光ユニットの前記スライド面を前記被写体側に押圧することを特徴とする
請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記撮像装置は、前記発光部と前記撮像装置本体とを接続するリード線を有し、
　前記カバー部材は、前記第１の位置に位置するときおよび前記第２の位置に位置すると
きに、前記リード線を覆うことを特徴とする請求項１又は２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記ポップアップ機構は、
　前記発光ユニットを回動可能に支持し、前記撮像装置本体に対して前記被写体側および
その反対側に移動可能な可動軸と、
　前記撮像装置本体に設けられ、前記可動軸の移動をガイドするガイド部と、
　一端が前記発光ユニットに第１軸を中心として回動可能に取り付けられ、かつ他端が前
記撮像装置本体に第２軸を中心として回動可能に取り付けられたリンク部材と、
　前記第２軸を中心として回動可能な駆動レバーと、
　前記発光ユニットを前記リンク部材に対して前記第１軸を中心として前記ポップアップ
位置の方向に付勢する第１のばねと、
　前記駆動レバーと前記リンク部材を前記第２軸の回りにて互いに当接する方向に付勢す
る第２のばねと、を有することを特徴とする請求項１から３のいずれか１つに記載の撮像
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ポップアップ可能な発光ユニットを内蔵したデジタルカメラやビデオカメラ
等の撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタルカメラ等の撮像装置では、内蔵フラッシュの発光部よりも撮影レンズの先端が
前方（被写体側）に突出しているものが多い。このような撮像装置では、発光部からの被
写体に向けて照射される光が撮影レンズの先端によって遮られる「ケラレ」が問題となる
。このため、発光部を備えた発光ユニットを撮像装置本体に収納された状態から突出した
状態にポップアップさせて、発光部からの光の照射範囲に撮影レンズが入らないようにす
ることで、上記「ケラレ」を回避することが一般的に行われる。
【０００３】
　発光ユニットのポップアップの方式としては、特許文献１にて開示されているように、
発光ユニットを固定の軸を中心にして回転させて撮像装置本体の上方に跳ね上げる方式が



(3) JP 5483897 B2 2014.5.7

10

20

30

40

50

ある。ただし、このポップアップ方式では、発光部が撮像装置本体の上方だけでなく、背
面方向へも移動する。このため、ケラレを回避する効果には限界がある。
【０００４】
　そこで、よりケラレ回避効果の高いポップアップ方式としては、特許文献２にて開示さ
れたものがある。このポップアップ方式では、発光ユニットを撮像装置本体に対して上方
に突出させながら前方にも移動させる。具体的には、発光ユニットを可動軸を中心として
上方に回転させるとともに、該可動軸を前方に移動させる。この方式によれば、特許文献
１にて開示されたポップアップ方式に比べて発光部を前方に位置させることができるため
、発光部からの光の照射範囲に撮影レンズがより入りにくくなる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平０７－１９９２９５号公報
【特許文献２】特開昭６２－１２１４２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献２にて開示されたポップアップ方式では、発光ユニットが収納
状態から撮像装置本体に対して前方に迫り出しながらポップアップする。このため、ポッ
プアップした発光ユニットの背面と該発光ユニットの収納状態にてその背面と連なってい
た撮像装置本体の外装部材との間に開口（凹部）が形成される。このような開口は、撮像
装置の外観上好ましくないだけでなく、ゴミ等の異物が撮像装置本体の内部に侵入する通
路にもなる。
【０００７】
　本発明は、発光部から発せられる光のケラレ回避効果が高いポップアップ方式を採用し
つつ、発光ユニットのポップアップ状態でも良好な外観が得られ、撮像装置本体内への異
物の侵入も阻止できるようにした撮像装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一側面としての撮像装置は、被写体を照明する光を発する発光部を有する発光
ユニットと、前記発光ユニットを撮像装置本体に対して収納される収納位置と前記撮像装
置本体に対して突出するポップアップ位置との間で移動させるポップアップ機構とを有す
る撮像装置であって、前記ポップアップ機構は、前記発光ユニットを前記収納位置から前
記ポップアップ位置に回動させるとともに、前記発光ユニットの回動中心を前記撮像装置
本体に対して被写体側に移動させるように構成されており、前記撮像装置は、前記撮像装
置本体に取り付けられ、前記発光ユニットが前記収納位置と前記ポップアップ位置との間
で移動する際に第１の位置と第２の位置との間を移動するカバー部材と、前記カバー部材
を前記第１の位置に向けて付勢するカバー付勢部材と、を有し、前記発光ユニットが前記
収納位置および前記ポップアップ位置にあるとき、前記カバー部材は前記第１の位置に位
置して、前記カバー部材が前記発光ユニットと前記撮像装置本体との間に形成される開口
を塞ぎ、前記発光ユニットが前記収納位置と前記ポップアップ位置との中間位置にあると
き、前記カバー部材は前記第２の位置に位置して、前記発光ユニットを前記ポップアップ
位置に移動させるための空間を形成し、前記発光ユニットが前記収納位置と前記ポップア
ップ位置との中間位置にあるとき、前記カバー部材は前記第２の位置に位置し、前記発光
ユニットが前記収納位置にあるとき、前記カバー部材は前記カバー付勢部材の付勢力によ
って前記発光ユニットを前記収納位置に押圧し、前記発光ユニットが前記収納位置から前
記中間位置に移動する際に、前記カバー部材は前記カバー付勢部材の付勢力に抗して前記
第１の位置から前記第２の位置に移動し、前記発光ユニットが前記中間位置から前記ポッ
プアップ位置に移動する際に、前記カバー部材は前記カバー付勢部材の付勢力によって前
記発光ユニットを前記ポップアップ位置に押圧することを特徴とする。
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【発明の効果】
【０００９】
本発明では、収納位置からポップアップしながら被写体側に移動する発光ユニットを有す
る撮像装置において、カバー部材が、発光ユニットが収納された状態での位置と同じ位置
にて発光ユニットの背面と外装部材との間の開口を覆う。これにより、発光部から発せら
れる光のケラレ回避効果が高く、かつ発光ユニットがポップアップした状態でも良好な撮
像装置の外観が得られるとともに、開口を通じた撮像装置本体内への異物の侵入を阻止す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施例１であるデジタルカメラの外観を示す斜視図。
【図２】実施例１のカメラの分解斜視図。
【図３】実施例１のカメラのワイド画角状態及びフラッシュポップアップ状態での外観を
示す斜視図。
【図４】実施例１のカメラのテレ画角状態及びフラッシュポップアップ状態での外観を示
す斜視図。
【図５】実施例１のカメラに設けられたレンズ鏡筒ユニットの分解斜視図。
【図６】実施例１のカメラに設けられた発光ユニットの分解斜視図。
【図７】実施例１における発光ユニットの（ａ）ポップダウン状態、（ｂ）ポップアップ
開始状態、（ｃ）ポップアップ途中状態、及び（ｄ）ポップアップ位置到達状態を示す断
面図。
【図８】実施例１における発光ユニットの（ａ）ポップアップ完了状態、（ｂ）ポップダ
ウン状態から故意にポップアップ方向に引き上げられた状態、及び（ｃ）ポップアップ完
了状態から故意にポップダウン方向に押し込まれた状態を示す断面図。
【図９】本発明の実施例２における発光ユニットの分解斜視図。
【図１０】実施例２における発光ユニットの（ａ）ポップダウン状態、（ｂ）ポップアッ
プ途中状態、及び（ｃ）ポップアップ完了状態を示す断面図。
【図１１】実施例１における発光ユニットのポップダウン状態を示す上面図。
【図１２】実施例１における発光ユニットのポップアップ途中状態を示す上面図。
【図１３】実施例１における発光ユニットのポップアップ完了状態を示す上面図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施例について図面を参照しながら説明する。
【実施例１】
【００１２】
　図１には、本発明の実施例１である撮像装置としてのデジタルカメラの外観を示す。ま
た、図２には、該デジタルカメラを分解して示している。以下の説明において、カメラに
おける被写体側を「前側」、「前面側」又は「前方」等で表し、その反対側を「後側」、
「背面側」又は「後方」等で表す。ただし、後述する発光ユニットに関しては、光の射出
側を「前面側」等で表し、その反対側を「背面側」等で表す。
【００１３】
　図１において、１はカメラ本体である。カメラ本体（撮像装置本体）１は、図２に示す
ように、ベース部材としてのシャーシ４と、該シャーシ４に固定されたレンズ鏡筒ユニッ
ト５及びフラッシュユニット６と、外装部材としてのフロントカバー２及びリアカバー３
により構成される。フロントカバー２及びリアカバー３はそれぞれ、シャーシ４、レンズ
鏡筒ユニット５及びフラッシュユニット６の前面側及び背面側を覆うように配置されてシ
ャーシ４に固定される。
【００１４】
　レンズ鏡筒ユニット５は、カメラの上面に設けられたメインスイッチ（電源スイッチ）
７がＯＦＦのときは、カメラ本体１に対して沈胴して収納されている。一方、メインスイ
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ッチ７がＯＮされると、図３に示すようにカメラ本体１からワイド画角位置まで繰り出し
、さらにズームレバー８の操作に応じて、図４に示すようにテレ画角位置まで繰り出す。
これにより、撮影画角を変更することができる。
【００１５】
　フラッシュユニット６は、被写体を照明する光を発する発光部を前面側に備えた発光ユ
ニット９を有する。フラッシュユニット６は、撮影者が右手でフロントカバー２のグリッ
プ部２ａを保持したときに、その右手で発光ユニット９を覆ってしまわないように、レン
ズ鏡筒ユニット５を挟んだグリップ部２ａとは反対側に配置されている。メインスイッチ
７がＯＦＦのときは、図１に示すように発光ユニット９がポップダウンしてカメラ本体１
に対して収納される。一方、メインスイッチ７がＯＮのときは、図３に示すように、レン
ズ鏡筒ユニット５の繰り出しに連動してカメラ本体１に対してポップアップする。以下の
説明において、発光ユニット９がカメラ本体１に対して収納された位置をポップダウン位
置（収納位置）といい、カメラ本体１に対してポップアップした位置をポップアップ位置
（突出位置）という。
【００１６】
　図５には、レンズ鏡筒ユニット５を分解して示している。レンズ鏡筒ユニット５は、シ
ャーシ４に固定されるホルダー１０に取り付けられた固定筒１１と、該固定筒１１の外周
を覆うように配置されるレンズカバー１２とによって構成される基本構造体を有する。
【００１７】
　１３は固定筒１１の外周に光軸回りで回転可能に配置される駆動リングである。駆動リ
ング１３は、レンズカバー１２に取り付けられたモーター１４からの駆動力がギア列１５
を介してギア部１３ａに伝達されることで回転する。駆動リング１３が回転すると、固定
筒１１に形成されたカム溝部１１ａと、第１鏡筒１６及び第２鏡筒１７のそれぞれに設け
られたカムフォロアとの係合作用によって、第１鏡筒１６及び第２鏡筒１７が光軸方向に
移動する。
【００１８】
　このようなレンズ駆動機構によって、メインスイッチ７がＯＦＦのときには第１鏡筒１
６及び第２鏡筒１７がレンズカバー１２内に収納される沈胴位置（図１参照）に移動する
。また、メインスイッチ７がＯＮされると、第１鏡筒１６及び第２鏡筒１７がワイド画角
位置（図３参照）に移動する。さらに、ズームレバー８の操作に応じて、第１鏡筒１６及
び第２鏡筒１７をワイド画角位置とテレ画角位置（図４参照）との間の任意の位置に移動
させることができる。
【００１９】
　１８はガイドピン１８ａを有するカムフォロア（部材）であり、ガイドピン１８ａは、
駆動リング１３に形成されたカム溝部１３ｂに係合する。カムフォロア１８は、駆動リン
グ１３の回転に応じてガイドシャフト１９に沿って光軸方向に移動する。
【００２０】
　カム溝部１３ｂは以下のように形成されている。駆動リング１３が沈胴位置に対応した
回転位置にあるときは、カムフォロア１８は駆動リング１３に対して最も前側に位置する
。駆動リング１３がワイド画角位置に対応した回転位置にあるときは、カムフォロア１８
は駆動リング１３に対して最も後側に位置する。また、駆動リング１３がワイド画角位置
に対応する回転位置とテレ画角位置に対応する回転位置との間の回転位置にあるときは、
カムフォロア１８は駆動リング１３に対して最も後側に位置したまま動かない。このよう
に、カムフォロア１８は、沈胴位置とワイド画角位置との間では光軸方向に移動し、ワイ
ド画角位置とテレ画角位置との間では光軸方向に移動しない。
【００２１】
　図６には、フラッシュユニット６を分解して示している。フラッシュユニット６は、後
で詳しく説明するポップアップ機構を有し、該ポップアップ機構のうちリンク部材２０を
リンクレバー（駆動レバー）２１によって回動させることで発光ユニット９をポップアッ
プ及びポップダウンさせる。
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【００２２】
　図７（ａ）～図７（ｄ）及び図８（ａ）には、発光ユニット９の通常の動作を示してい
る。図８（ａ）は、ポップアップ位置にある発光ユニット９を示している。発光ユニット
９がポップアップ位置にある状態から、上述したカムフォロア１８が前側（図の左側）に
移動する。これにより、該カムフォロア１８によって押されたリンクレバー２１とリンク
部材２０が図中の時計回り方向に回動し（図７（ｄ）→図７（ｃ）→図７（ｂ））、最終
的に図７（ａ）に示すように発光ユニット９がポップダウン位置まで回動される。また、
発光ユニット９がポップダウン位置にある状態から、カムフォロア１８が後側（図の右側
）に移動すると（図７（ａ）→図７（ｂ）→図７（ｃ）→図７（ｄ））、後述するばね力
によって発光ユニット９がポップアップ位置まで回動される（図８（ａ））。
【００２３】
　以下の説明において、発光ユニット９がポップアップ位置にある状態をポップアップ状
態ともいい、発光ユニット９がポップダウン位置にある状態をポップダウン状態ともいう
。
【００２４】
　図９には、発光ユニット９を分解して示している。２２はホルダーであり、発光ユニッ
ト９のベース部材である。２３は光源としてのキセノン管であり、その端子２３ａ，２３
ｂにはリード線２４，２５が接続されている。２６は反射傘であり、キセノン管２３から
後方に射出された光をキセノン管２３に戻すように反射する。２７はフレネルレンズであ
り、キセノン管２３からの光を所定の照射範囲に拡散させるプリズム面２７ａを有する。
２８，２９はキセノンゴムであり、キセノン管２３と反射傘２６とを適正な位置関係に保
持しながらフレネルレンズ２７に対して固定するために用いられる。キセノン管２３、反
射傘２６及びフレネルレンズ２７によって発光部が構成される。
【００２５】
　キセノン管２３と反射傘２６が固定されたフレネルレンズ２７は、ホルダー２２のフレ
ネル取り付け部２２ａに取り付けられる。反射傘２６の背面とフレネル取り付け部２２ａ
との間には、トリガーフレキシブル基板３０の接触部３０ａが差し込まれる。接触部３０
ａは、トリガーゴム３１によって反射傘２６に圧接される。これにより、トリガーフレキ
シブル基板３０に実装されたトリガーコイル３２からのトリガー電圧を反射傘２６に伝え
ることができる。トリガーコイル３２への給電を行うためのリード線３３，３４が、トリ
ガーフレキシブル基板３０に接続されている。
【００２６】
　ホルダー２２には、リード線固定部２２ｂが設けられており、ここにリード線２４，２
５，３３，３４が圧入されて取り付けられている。リード線２４，２５，３３，３４は、
ホルダー２２に形成されたリード線出口２２ｃからホルダー２２の外に延ばされる。
【００２７】
　３５はホルダーカバーである。該ホルダーカバー３５は、それに形成された爪部３５ａ
，３５ｂをホルダー２２に形成された係止部２２ｆ，２２ｇに引っ掛けてホルダー２２の
背面に被せられる。ポップダウン状態において、ホルダーカバー３５の外面（背面）うち
発光部の背面側の部分は、図１に示すように、フロントカバー２とともにカメラの外装面
を構成する。以上の部品によって、発光ユニット９が構成される。
【００２８】
　３６は発光ユニット９の回動中心となる可動軸としてのスライド軸であり、ホルダーカ
バー３５の後端部に形成されたフック部３５ｃ，３５ｄに引っ掛けられるとともに、ホル
ダー２２に形成された軸受け部２２ｈ，２２ｉに挿入されて固定される。スライド軸３６
は、後述するガイド部３７ｂ，３７ｃによってガイドされながら前後方向に移動可能であ
る。
【００２９】
　図６において、フラッシュユニット６は、該フラッシュユニット６のベース部材となる
フラッシュベース３７を有する。フラッシュベース３７は、図２に示したシャーシ４に固
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定される。
【００３０】
　フラッシュベース３７の上部には、収納位置にある発光ユニット９を収納するための収
納部３７ａが形成されている。収納部３７ａの両側面には、スライド軸３６のスライド（
移動）を前後方向にガイドする、前述したガイド部３７ｂ，３７ｃが形成されている。
【００３１】
　発光ユニット９のホルダー２２の軸受け部２２ｄ，２２ｅには、前述したリンク部材２
０の一端が、第１ばね（第１のばね）３８及び第１シャフト（第１軸）３９とともに取り
付けられる。
【００３２】
　フラッシュベース３７に形成された軸受け部３７ｄ，３７ｅの間には、リンク部材２０
の他端とリンクレバー２１と第２ばね（第２のばね）４０とが配置されている。これらリ
ンク部材２０の他端、リンクレバー２１及び第２ばね４０は軸受け部３７ｄ，３７ｅの穴
に圧入される第２シャフト（第２軸）４１によって回動可能に支持される。第２ばね４０
は、第１ばね３８に比べて線径が太く、かつ許容応力の強い材料で作成されており、第２
ばね４０が発生するばね力（付勢力）は、第１ばね３８が発生するばね力より強い。
【００３３】
　以上のスライド軸３６、フラッシュベース３７、リンク部材２０、第１ばね３８、リン
クレバー２１及び第２ばね４０等の部品によってポップアップ機構が構成される。
【００３４】
　３７ｆはフラッシュベース３７に形成されたリード線入口であり、ここに発光ユニット
９から延び出したリード線２４，２５，３３，３４が差し込まれて保持され、リード線２
４，２５，３３，３４はさらに収納部３７ａの下側に通される。
【００３５】
　４２はカバー部材としての収納部カバーである。該収納部カバー４２は、カバーばね（
カバー付勢部材）４３とともにカバーシャフト４４上に回動可能に取り付けられ、カバー
シャフト４４はフラッシュベース３７に形成された軸受け部３７ｇ，３７ｈにより保持さ
れる。収納部カバー４２は、カバーシャフト４４を中心として上下方向（開閉方向）に回
動可能である。カバーばね４３は、収納部カバー４２を閉じ方向に常時付勢する。４２ａ
，４２ｂはストッパーであり、収納部カバー４２を開き方向に回動させたときに、フラッ
シュベース３７に形成された係止部３７ｉ，３７ｊに当接して、収納部カバー４２のそれ
以上の開き方向への回動を阻止する。
【００３６】
　４５はフラッシュ基板であり、フラッシュベース３７にビス４６により固定されている
。フラッシュ基板４５には、リード線入口３７ｆから収納部３７ａの下側に通されたリー
ド線２４，２５，３３，３４が接続される。また、フラッシュ基板４５には、発光ユニッ
ト９の動作状態（ポップアップ状態及びポップダウン状態）を検出するための検出スイッ
チ４７が実装されている。
【００３７】
　４８はメインコンデンサであり、上述した発光部での発光に必要な電力を充電した後、
該電力を発光部に供給する。
【００３８】
　次に、このように構成されたフラッシュユニット６の動作について説明する。図７（ａ
）に示したポップダウン状態では、前述したようにカムフォロア１８が図の左側に移動し
てリンクレバー２１を時計回り方向に押している。このため、リンクレバー２１に取り付
けられた第２ばね４０が、第２シャフト４１を中心として（第２軸の回りにおいて）リン
ク部材２０を時計回り方向に押している。リンク部材２０は、第２ばね４０からのばね力
を受けて第１シャフト３９を介してホルダー２２を押し下げる。このため、発光ユニット
９はスライド軸３６を中心として反時計回り方向に回転しようとし、これにより発光ユニ
ット９のポップダウン状態が維持される。
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【００３９】
　図７（ａ）のポップダウン状態からカムフォロア１８が図中の右方向に移動すると、図
７（ｂ）に示すように、リンクレバー２１が第２ばね４０のばね力によって反時計回り方
向に回動する。そして、リンクレバー２１に形成されたストッパー２１ａが、リンク部材
２０の受け面２０ａに当接し、それ以上のリンクレバー２１のリンク部材２０に対する反
時計回り方向への回動が阻止される。
【００４０】
　図７（ｂ）の状態からさらにカムフォロア１８が図中の右方向に移動すると、図７（ｃ
）に示すように、第２ばね４０のばね力によってストッパー２１ａが受け面２０ａに当接
した状態を維持したまま、第１ばね３８のばね力によってリンクレバー２１とリンク部材
２０が反時計回り方向に回動する。また、これとともに、第１ばね３８のばね力によって
ホルダー２２がリンク部材２０に対して時計回り方向に回動する。これにより、発光ユニ
ット９が、図７（ｄ）に示すようにポップアップ位置に到達する。
【００４１】
　さらに、図７（ｄ）に示す状態から図８（ａ）に示すようにカムフォロア１８が所定量
だけ図中の右方向に移動することで、カムフォロア１８とリンクレバー２１とが離間し、
発光ユニット９のポップアップ動作が完了する。
【００４２】
　次に、上述したポップダウン状態からポップアップ完了状態までの収納部カバー４２の
動作について、図１０（ａ）～図１０（ｃ）を併せ用いて説明する。
【００４３】
　図１０（ａ）（図７（ａ））に示すポップダウン状態では、フラッシュベース３７の軸
受け部３７ｇ，３７ｈにより保持されたカバーシャフト４４上に取り付けられた収納部カ
バー４２は、閉じ位置（第１の位置）にある。収納部カバー４２は、カバーばね４３によ
って図中の反時計回り方向（閉じ方向）に付勢されており、これにより収納部カバー４２
が閉じ位置に保持される。
【００４４】
　このとき、収納部カバー４２は、その両側面の下端に形成されたスライド部４２ｃ，４
２ｄがホルダーカバー３５に形成されたスライド面３５ｅ，３５ｆに当接することで、ホ
ルダーカバー３５の背面３５ｇに対して常に所定のクリアランスを維持している。
【００４５】
　また、このときの収納部カバー４２の外面は、リアカバー３の外面に連続した外装面を
構成する。すなわち、閉じ位置にある収納部カバー４２は、リアカバー３とともにカメラ
の外装面を構成する。
【００４６】
　さらに、閉じ位置にある収納部カバー４２の外面は、ポップダウン状態の発光ユニット
９のホルダーカバー３５の外面（背面）のうち発光部の背面側の部分に連続した外装面を
構成する。このように、ポップダウン状態では、フロントカバー２、ホルダーカバー３５
の外面のうち発光部の背面側の部分、収納部カバー４２の外面、及びリアカバー３の外面
によって、連続した曲面形状の外装面が形成される。
【００４７】
　ポップダウン状態から図１０（ｂ）に示すようにカムフォロア１８が図中の右方向に移
動すると、図７（ｃ）でも説明したように、リンクレバー２１とリンク部材２０が反時計
回り方向に回動し、かつホルダー２２がリンク部材２０に対して時計回り方向に回動する
。これにより、スライド軸３６が、フラッシュベース３７のガイド部３７ｂ，３７ｃによ
ってガイドされながら図中の左方向に移動し、発光ユニット９がポップアップし始める。
そして、収納部カバー４２は、そのスライド部４２ｃ，４２ｄがホルダーカバー３５のス
ライド面３５ｅ，３５ｆによって押し上げられることにより、時計回り方向に回動して開
き位置（第２の位置）まで開く。これにより、フロントカバー２とリアカバー３との間に
、発光ユニット９がポップアップ方向に回動するためのスペースが形成される。
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【００４８】
　また、このときも、収納部カバー４２は、ホルダーカバー３５の背面３５ｇに対して所
定のクリアランスを維持する。
【００４９】
　そして、図１０（ｃ）（図７（ｄ）及び図８（ａ））に示すように、発光ユニット９が
ポップアップ位置に到達すると、収納部カバー４２は、カバーばね４３からの反時計回り
方向への付勢力によって閉じ位置に戻される。このときの閉じ位置は、ポップダウン状態
における閉じ位置と同じ位置である。したがって、ポップアップ状態でも、収納部カバー
４２の外面は、リアカバー３の外面に連続した外装面を構成する。また、この状態では、
発光ユニット９（ホルダーカバー３５）の背面とリアカバー３との間には、開口（凹部）
Ｓが形成される。しかし、この開口Ｓは、閉じ位置にある収納部カバー４２によって覆わ
れる（塞がれる）。したがって、ゴミ等の異物がカメラの外部から開口Ｓを通って収納部
３７ａ内等のカメラ本体１の内部に侵入することを阻止することができる。
【００５０】
　次に、図１１～図１３を用いて、収納部カバー４２の他の役割について説明する。図１
１～図１３は、発光ユニット９、収納部カバー４２及び収納部３７ａを上方から見た様子
を示している。
【００５１】
　図１１に示すように、発光ユニット９のポップダウン状態では、ホルダー２２のリード
線出口２２ｃが収納部３７ａの後方に位置し、それよりも前方にフラッシュベース３７の
リード線入口３７ｆが位置している。リード線２４，２５，３３，３４の長さは、この状
態でのリード線出口２２ｃとリード線入口３７ｆ間の直線距離よりも所定量だけ余裕を持
った長さに設定されており、これにより各リード線がたるみ、その突っ張りが回避される
。
【００５２】
　発光ユニット９がポップアップ方向に回動すると、ポップダウン位置とポップアップ位
置との中間位置にて、図１２に示すように、リード線出口２２ｃがリード線入口３７ｆの
真横に並び、各リード線が最もたるんだ状態となる。
【００５３】
　さらに、発光ユニット９がポップアップ位置に達すると、図１３に示すように、リード
線出口２２ｃがリード線入口３７ｆよりも前方に位置した状態となる。このときのリード
線出口２２ｃとリード線入口３７ｆ間の直線距離は、先に図１１で述べた直線距離とほぼ
等しくなるように設定されている。このため、各リード線は、ポップダウン状態とほぼ等
しい量だけたるみ、その突っ張りが回避される。
【００５４】
　収納部カバー４２は、ポップダウン位置、中間位置及びポップアップ位置のいずれにお
いても、上面視において発光ユニット９の背面とリアカバー３との間に配置されるリード
線２４，２５，３３，３４を覆い隠す。このため、リード線２４，２５，３３，３４がカ
メラの外部から見えてしまい、カメラの品位を低下させることを防止できる。
【００５５】
　次に、カメラの操作とポップアップ機構及び収納部カバー４２の動作との関係について
説明する。
【００５６】
　メインスイッチ７がＯＦＦの状態では、図７（ａ）に示すようにカムフォロア１８が図
中の最も左側に移動した位置にあり、これに押されてリンクレバー２１が時計回り方向に
回動した状態にある。前述したように、第２ばね４０は第１ばね３８よりも強いばね力を
発生するように設定されている。このため、第２ばね４０のばね力により押されたリンク
部材２０は、第１ばね３８をチャージしながら発光ユニット９をポップダウン位置に押し
下げた状態に維持する。このように、ポップダウン位置にある発光ユニット９がリンク部
材２０を介して第２ばね４０のばね力によりポップダウン方向に付勢されることで、発光
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ユニット９を確実にポップダウン位置に維持することができる。
【００５７】
　また、図１０（ａ）にも示したように、ポップダウン位置に押し下げられた発光ユニッ
ト９に追従するかたちで、収納部カバー４２がカバーばね４３のばね力によって閉じ位置
に押圧されている。このときの収納部カバー４２は発光ユニット９（ホルダーカバー３５
）の背面のうち外装面を構成しない部分を覆い、収納部カバー４２の外面が外装面を構成
している。したがって、カメラの外観を良好にしつつ、発光ユニット９と収納部３７ａと
の間の隙間に外部からゴミ等の異物が侵入することを回避することができる。
【００５８】
　メインスイッチ７がＯＮにされてレンズ鏡筒ユニット５が沈胴位置からワイド画角位置
まで繰り出し始めると、図７（ｂ）に示したように、カムフォロア１８が図中の右方向に
移動し、第２ばね４０のばね力によってリンクレバー２１が反時計回り方向に回動する。
そして、リンクレバー２１のストッパー２１ａがリンク部材２０の受け面２０ａに当接す
る。これにより、リンクレバー２１とリンク部材２０との回動位置の関係が固定される。
【００５９】
　その後、図７（ｃ）に示したように、カムフォロア１８の図中右方向への移動に追従し
て、リンクレバー２１とリンク部材２０が第１ばね３８のばね力によって一体的に回動し
、図７（ｄ）に示したように、発光ユニット９がポップアップ位置に到達する。さらに、
図８（ａ）に示したように、カムフォロア１８が所定量だけ図中の右方向に移動してポッ
プアップ動作が完了する。
【００６０】
　このように、メインスイッチ７のＯＮに応答したレンズ鏡筒ユニット５の沈胴位置から
ワイド画角位置への繰り出し動作によって、発光ユニット９を自動的にポップダウン位置
からポップアップ位置に回動させることができる。
【００６１】
　また、図１０（ｂ）に示したように、収納部カバー４２は、その両側面に形成されたス
ライド部４２ｃ，４２ｄがホルダーカバー３５のスライド面３５ｅ，３５ｆに摺動するこ
とで、ホルダーカバー３５の背面３５ｇに対して常に所定のクリアランスを維持している
。このため、部材同士が摺動する箇所をカメラの外観に現れないカメラ本体１の内部に限
定することができ、ポップアップ状態にて発光ユニット９の外観面となる背面３５ｇに摺
動傷を生じさせない。
【００６２】
　さらに、図７（ｂ）に示すポップアップ開始時から図７（ｃ）に示すポップアップ途中
状態までの間では、図１０（ｂ）に示すように、収納部カバー４２のスライド部４２ｃ，
４２ｄがホルダーカバー３５のスライド面３５ｅ，３５ｆによって上方に押される。これ
により、収納部カバー４２は、カバーばね４３のばね力（付勢力）に抗して開き方向に回
動される。
【００６３】
　しかし、図７（ｃ）の状態を越えて図７（ｄ）のポップアップ状態に至るまでの間では
、図１０（ｃ）からも分かるように、カバーばね４３のばね力が収納部カバー４２を介し
てホルダーカバー３５のスライド面３５ｅ，３５ｆを斜め前方に押圧する。これにより、
発光ユニット９の前方への移動を助ける効果が得られる。
【００６４】
　ズームレバー８が操作されると、レンズ鏡筒ユニット５がワイド画角位置とテレ画角位
置との間で動作するが、このときは、前述したように、カムフォロア１８は図８（ａ）に
示した位置から移動しない。このため、レンズ鏡筒ユニット５の動作によって発光ユニッ
ト９がポップアップ位置から移動することはなく、どの撮影画角においても発光ユニット
９から被写体へ向けて光を照射することができる。
【００６５】
　さらに、ポップアップ完了状態ではカムフォロア１８とリンクレバー２１とが離間して
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いるので、発光ユニット９が外力を受けてポップアップ位置からある程度下がったとして
も、レンズ鏡筒ユニット５への影響は生じない。
【００６６】
　メインスイッチ７がＯＦＦされると、レンズ鏡筒ユニット５の沈胴動作に伴ってカムフ
ォロア１８が図８（ａ）の位置から図中の左方向に移動し、図７（ｄ）の状態からリンク
レバー２１を押す。このとき、前述したように第２ばね４０が第１ばね３８よりも強いば
ね力を発生するので、第２ばね４０のばね力によって、ストッパー２１ａが受け面２０ａ
に当接したままリンクレバー２１とリンク部材２０が一体的に時計回り方向に回動する。
これにより、発光ユニット９のポップダウン動作が行われる。このように、メインスイッ
チ７がＯＦＦされると、カムフォロア１８からリンクレバー２１へと伝わる駆動力によっ
て、発光ユニット９を自動的にポップアップ位置からポップダウン位置に回動させること
ができる。また、これに伴って、第１ばね３８がチャージされる。
【００６７】
　図７（ｂ）に示すように発光ユニット９がポップダウン位置に到達した後、さらにカム
フォロア１８が所定量だけ図中の左方向に移動して図７（ａ）の状態に達するまでの間は
、リンク部材２０は回動しない。このため、リンクレバー２１だけが第２ばね４０をチャ
ージしながら反時計回り方向に回動する。したがって、発光ユニット９がポップダウン位
置にある状態で、リンクレバー２１を第２ばね４０のばね力によってポップダウン方向に
付勢することができ、ポップダウン状態をより確実に維持することができる。
【００６８】
　図７（ｄ）に示すポップアップ状態から図７（ｃ）に示すポップダウン途中状態までの
間は、図１０（ｂ）に示すように、収納部カバー４２は、そのスライド部４２ｃ，４２ｄ
がホルダーカバー３５のスライド面３５ｅ，３５ｆによって押されて開き方向に回動する
。
【００６９】
　しかし、図７（ｃ）に示す状態を越えて図７（ｂ）に示すポップダウン状態に至るまで
の間は、図１０（ｂ）からも分かるように、収納部カバー４２のスライド部４２ｃ，４２
ｄが収納部カバー４２のスライド面３５ｅ，３５ｆを押す。これにより、発光ユニット９
のポップダウン作動を助ける。
【００７０】
　そして、ポップダウン位置では、カバーばね４３の付勢力を受けた収納部カバー４２が
発光ユニット９を下方及び後方に押すことによって、発光ユニット９をポップダウン位置
に安定的に保持することができる。これにより、発光ユニット９のいわゆる半閉じ状態が
発生することを回避して、発光ユニット９を確実にポップダウン位置に収納することがで
きる。
【００７１】
　また、ポップアップ動作及びポップダウン動作とリード線２４，２５，３３，３４との
関係は、以下の通りである。ポップダウン状態（図１１）とポップアップ状態（図１３）
では、ホルダー２２のリード線出口２２ｃとフラッシュベース３７のリード線入口３７ｆ
との間の直線距離をほぼ等しくし、かつその距離が最小に設定されている。そして、リー
ド線２４，２５，３３，３４の長さをその直線距離よりも所定量余裕を持った長さに設定
することで、リード線２４，２５，３３，３４の突っ張りを回避する。
【００７２】
　このように、リード線２４，２５，３３，３４のたるみ量を必要かつ最小限に設定する
ことで、リード線２４，２５，３３，３４の突っ張りに起因してポップアップ動作が影響
を受けることを回避できる。また、図１２に示す途中状態では、リード線２４，２５，３
３，３４のたわみ量が最大になるようにしているので、ポップアップ及びポップダウンの
どちらの方向へもスムーズに遷移することができる。
【００７３】
　次に、発光ユニット９を故意に操作した場合について説明する。図７（ａ）に示すポッ
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プダウン状態にて、発光ユニット９を故意に手で引き起こしてポップアップさせようとし
た場合について説明する。このときは、図８（ｂ）に示すように、発光ユニット９の動き
に連動してリンク部材２０も回動する。しかし、レンズ鏡筒ユニット５に連動するカムフ
ォロア１８は移動しないので、リンクレバー２１はカムフォロア１８に阻止されて回動せ
ず、第２ばね４０がチャージされる。この状態で発光ユニット９から手が離されれば、第
２ばね４０のばね力によってリンク部材２０が逆転し、これに連動して発光ユニット９が
再びポップダウン位置に戻る。
【００７４】
　また、図８（ａ）に示すポップアップ完了状態にて、発光ユニット９を故意に手で押し
込んでポップダウンさせようとした場合には、図８（ｃ）に示すように、発光ユニット９
の動きに連動してリンク部材２０とリンクレバー２１が一体的に回動する。これにより、
第１ばね３８がチャージされる。しかし、レンズ鏡筒ユニット５に連動するカムフォロア
１８は移動しないので、リンクレバー２１とカムフォロア１８とが接触しないため、この
操作によってレンズ鏡筒ユニット５には何ら影響は及ばない。そして、この状態で発光ユ
ニット９から手が離されれば、第１ばね３８のばね力によって、リンク部材２０とリンク
レバー２１が逆転し、これに連動して発光ユニット９が再びポップアップ位置に戻る。
【００７５】
　以上のように、本実施例では、ポップダウン位置からポップアップしながら被写体側に
移動する発光ユニット９を有するカメラにおいて、収納部カバー４２が、ポップダウン状
態での位置と同じ位置にて発光ユニット９の背面とリアカバー３との間の開口Ｓを覆う。
これにより、発光ユニット９の発光部から発せられる光がカメラ本体１から突出したレン
ズ鏡筒ユニット５の先端によって遮られる「ケラレ」を回避する効果を高めることができ
、かつ発光ユニット９がポップアップした状態でも良好なカメラの外観が得られる。しか
も、開口Ｓを通じたカメラ本体１内への異物の侵入を阻止することができる。
【００７６】
　以上説明した各実施例は代表的な例にすぎず、本発明の実施に際しては、各実施例に対
して種々の変形や変更が可能である。
【００７７】
　例えば、上記実施例では、収納部カバー４２が発光ユニット９の背面の一部を覆う場合
について説明したが、収納部カバーが発光ユニットの背面の全体を覆うようにしてもよい
。言い換えれば、本発明では、収納部カバーが発光ユニットの背面のうち少なくとも一部
を覆えばよい。
【産業上の利用可能性】
【００７８】
　発光部から発せられる光のケラレ回避効果が高いフラッシュポップアップ方式を採用し
つつ、発光ユニットのポップアップ状態でも良好な外観が得られ、撮像装置本体内への異
物の侵入も阻止可能な撮像装置を実現できる。
【符号の説明】
【００７９】
１　カメラ本体
２　フロントカバー
３　リアカバー
４　シャーシ
５　レンズ鏡筒ユニット
６　フラッシュユニット
９　発光ユニット
１８　カムフォロア
２０　リンク部材
２１　リンクレバー
２２　ホルダー
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２３　キセノン管
２６　反射傘
２７　フレネルレンズ
３５　ホルダーカバー
３６　スライド軸
３７　フラッシュベース
３７ａ　収納部
３８　第１ばね
３９　第１シャフト
４０　第２ばね
４１　第２シャフト
４２　収納部カバー
４３　カバーばね
４８　メインコンデンサ

【図１】
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